
1 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（五）

本
稿
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、
お
よ
び

同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
二
）
1
桐
壺
香
〜
6
末
摘
花
香
」

（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
4
号
、二
〇
一
四
年
二
月
）、同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源

氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
三
）
7
紅
葉
賀
香
か
ら
12
須
磨
香
」（『
社
会
科
学
』
第

44
巻
第
1
号
、
二
〇
一
四
年
五
月
）、
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介

（
四
）
13
明
石
香
〜
18
松
風
香
」（『
社
会
科
学
』
第
44
巻
第
2
号
、
二
〇
一
四

年
八
月
）
の
続
編
と
し
て
、19
薄
雲
香
か
ら
24
胡
蝶
香
ま
で
の
組
香
の
う
ち
、す

で
に
『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
で
紹
介
し
て
い
る
玉
鬘
香
を
除
く
五
つ
の

組
香
の
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説

明
は
『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び

香
道
用
語
解
説
は
、『
同
』
第
43
巻
第
4
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で

は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の

関
わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構

造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道
用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。

そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語
解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
4
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
五
）

│  

19
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│
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19　

薄
雲
香

【
翻
刻
】

 
　

△
薄
雲
香

 
入
日
さ
す
峯
に
た
な
ひ
く
う
す
雲
は

 

　

物
お
も
ふ
袖
に
い
ろ
や
ま
が
へ
る

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

明
石
上
の
香
、
中
宮
の
香
、
紫
上
の
香
、
各
一
包
充
、
二
葉
松
の
香

 

三
包
ウ
香

な
り

、
武
隈
松
の
香
五
包
是
も
ウ

香

也

、
都
合
十
一
包
打
交
て
一
包
充
焚
出

し
、
皆
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。」
六
五
オ

一　

地
香
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
両
客
香
は
試
な
し
。

一　

札
打
様

 

　
　

明
石
上
に　

一
の
札　
　
　

中
宮
に　

二
の
札

 

　
　

紫
上
に　
　

三
の
札

 

　
　

二
葉
松
に　
月
一　

月
二　

月
三

ウ　
　

ウ　
　

ウ　

此
内
三
枚
打
べ
し

 

　
　

  

武
隈
松
に　
月
一　

月
二　

月
三　

花
一　

花
二　

花
三
残
る
（
朱
割
注
）

ウ　
　

ウ　
　

ウ　
　

花
二　

花
三　

花
一
残
る
（
朱
割
注
）　

此
内
五
枚
打
べ

し
。

 

両
客
香
は
試
な
き
故
に
、
初
に
出
た
る
試
な
き
香
に
は
、
定
て
」
六
五

ウ
月
一
の
札
を
う
つ
。
此
香
三
炷
に
て
、
終
は
是
二
葉
松
の
香
と
知

る
。
も
し
又
四
炷
續
て
出
れ
は
、
花
一
花
二
の
札
を
増
て
打
つ
べ
し
。

五
炷
に
て
終
る
は
是
武
隈
松
の
香
な
り
。

 

又
其
次
に
別
香
出
れ
は
ウ
の
札
を
う
つ
。
此
香
三
炷
に
終
は
二
葉
松

の
香
な
り
。
も
し
四
炷
續
か
ば
花
二
花
三
の
札
を
増
て
う
つ
。
是
武

隈
松
の
香
と
知
る
べ
し
。」
六
六
オ

一　

記
録
点
は
、
地
香
独
聞
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
、
聞
違
、
独
は
星

三
つ
、
二
人
よ
り
二
つ
充
付
る
べ
し
。
二
葉
松
、
独
聞
五
点
、
二
人

四
点
、三
人
よ
り
三
点
充
、聞
違
星
な
し
。
武
隈
松
初
炷
目
一
点
、二

炷
目
二
点
、三
炷
目
三
点
、四
炷
目
四
点
、五
炷
目
五
点
充
な
り
。
聞

違
星
な
し 

聞
中
た
る
炷
数
に
て
は
な
し
。

出
香
の
度
に
よ
つ
て
点
違
也
。。
皆
中
は
聞
の
下
に
褒
美
に
薄
雲
と
認
べ

し
。
記
録
の
例
大
概
左
の
ご
と
し
。」
六
六
ウ

 

　
　

薄
雲
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
六
七
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

明
石
上　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

中
宮　
　
　
　
　

　1コ　
　

二

　
　

紫
上　
　
　
　
　
　
　
　

三

　
　

二
葉
松　
　
　
　

3　
　

月
一
・
月
二
・
月
三
あ
る
い
は
ウ
3
枚

　
　

武
隈
松　
　
　
　

5　
　

ウ
3
枚
と
花
二
・
花
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

あ
る
い
は
月
一
・
月
二
・
月
三
・
花
一
・

花
二

本
香
と
し
て
、
地
香
は
「
明
石
上
」「
中
宮
」「
紫
上
」
各
一
包
、
客
香

⎫｜｜⎬｜｜⎭

*
*

*
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は
「
二
葉
松
」
三
包
と
「
武
隈
松
」
五
包
の
以
上
十
一
包
を
準
備
す
る
。
本

香
の
前
に
、
地
香
の
み
、
別
途
試
香
を
行
う
。
本
香
は
、
一
包
ず
つ
焚
き
、

す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
一
炷
ご
と
に
回
っ
て
く
る
折
居
に
札

を
打
つ
。「
明
石
上
」
に
は
一
の
札
、「
中
宮
」
に
は
二
の
札
、「
紫
上
」
に

は
三
の
札
を
打
つ
。
客
香
の
「
二
葉
松
」
と
「
武
隈
松
」
に
は
試
香
が
な

い
た
め
、
最
終
的
に
三
柱
焚
か
れ
た
香
を
「
二
葉
松
」、
五
柱
焚
か
れ
た
香

を
「
武
隈
松
」
と
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
試
香
に
な
か
っ
た
香
が
初
め
て
出
た
時
に
「
月
一
」
の
札
を
打

ち
、
こ
れ
と
同
じ
香
に
は
、「
月
二
」「
月
三
」
の
札
を
打
っ
て
い
く
。
こ

れ
以
後
、
同
じ
香
が
出
な
か
っ
た
場
合
は
、「
二
葉
松
」
で
あ
っ
た
と
判
断

さ
れ
る
。
も
し
、
同
じ
香
が
続
い
て
出
た
な
ら
ば
、「
花
一
」「
花
二
」
と

打
っ
て
い
き
、
こ
れ
が
「
武
隈
松
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

ま
た
、
試
香
に
な
か
っ
た
香
の
う
ち
二
種
類
目
が
出
た
時
は
、「
ウ
」
の

札
を
打
ち
、
こ
れ
と
同
じ
香
に
「
ウ
」
の
札
を
打
っ
て
い
く
。
三
炷
で
終

わ
れ
ば
「
二
葉
松
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、さ
ら
に
二
炷
続
け
ば
「
花
二
」

「
花
三
」
と
打
っ
て
い
き
、「
武
隈
松
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
二
種
類
の
客
香
は
、
各
々
三
炷
目
ま
で
は
「
月
一
」
〜
「
月

三
」
と
「
ウ
」
三
枚
に
分
け
る
の
み
で
、「
二
葉
松
」「
武
隈
松
」
の
区
別

は
当
然
で
き
な
い
が
、
四
炷
目
に
「
花
一
」
と
打
て
ば
「
月
一
」
〜
「
月

三
」
と
同
じ
香
、「
花
二
」
と
打
て
ば
「
ウ
」
三
枚
と
同
じ
香
を
「
武
隈

松
」
と
判
断
し
た
こ
と
に
な
る
。
札
の
使
い
方
が
巧
妙
で
あ
る
。

記
録
点
は
、
地
香
の
場
合
、
独
り
聞
き
二
点
、
二
人
以
上
で
は
一
点
、
一

人
の
み
聞
き
違
え
た
時
は
星
三
つ
、二
人
以
上
で
は
星
二
つ
を
付
け
る
。客

香
「
二
葉
松
」
の
独
り
聞
き
は
五
点
、
二
人
で
は
四
点
、
三
人
以
上
で
は

三
点
を
加
え
、
聞
き
違
え
た
時
の
星
は
付
け
な
い
。
ま
た
、
客
香
「
武
隈

松
」
で
は
、
初
炷
目
を
聞
き
当
て
れ
ば
一
点
、
そ
の
後
五
炷
目
ま
で
、
一

点
ず
つ
点
を
増
や
し
て
加
点
す
る
。
何
炷
聞
き
当
て
た
か
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
出
香
の
順
序
に
よ
る
加
点
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
聞
き
違
え
て
も
星
を
付
け
な
い
の
は
「
二
葉
松
」
と
同
じ
で
あ
る
。

十
一
炷
の
す
べ
て
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
褒
美
と
し
て
記
録
の
下
段
に

「
薄
雲
」
と
記
す
。

蘭
之
園
本
で
は
、
試
香
の
な
い
四
包
に
試
香
の
あ
る
「
薄
雲
」
一
包
を

混
ぜ
、「
薄
雲
」
を
聞
き
当
て
る
。
他
の
四
包
は
聞
き
捨
て
と
し
、
名
乗
紙

に
答
え
を
記
す
。
竹
幽
本
と
は
、
出
香
の
数
を
は
じ
め
と
し
て
全
く
方
法

が
異
な
り
、
非
常
に
簡
便
な
組
香
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

巻
名
歌
は
薄
雲
の
巻
で
亡
く
な
っ
た
藤
壺
を
偲
ぶ
光
源
氏
の
詠
歌
で
あ

る
。『
源
氏
小
鏡
』
で
は
い
ず
れ
の
系
統
も
、藤
壺
の
死
し
か
取
り
上
げ
な

い
。
だ
が
、
物
語
で
は
明
石
の
君
が
実
の
娘
（
明
石
の
姫
君
）
を
手
放
し
、

紫
の
上
の
養
女
に
す
る
こ
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
本
組
香
は
、
こ
の
物
語

の
内
容
に
着
目
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

*

*
*

*

*

*

*

*

*

*
*

*

（
1
）



 社会科学　第 44 巻  第 3号 4

香
の
名
目
に
見
ら
れ
る
「
二
葉
松
」
と
「
武
隈
松
」
は
、
明
石
の
君
が

娘
を
源
氏
に
手
渡
し
た
と
き
に
、
二
人
が
詠
み
交
わ
し
た
和
歌
に
よ
る
。

末
遠
き
二
葉
の
松
に
引
き
別
れ
い
つ
か
木
高
き
影
を
見
る
べ
き
（
明

石
の
君
）

生
ひ
そ
め
し
根
も
ふ
か
け
れ
ば
武
隈
の
松
に
小
松
の
千
代
を
な
ら
べ

ん
（
源
氏
）（
②
四
三
四
頁
）

ま
た
、「
明
石
上
」「
中
宮
」「
紫
上
」
の
三
つ
の
名
目
の
う
ち
、「
中
宮
」

は
、
明
石
の
姫
君
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
と
お
り
、「
明
石
上
」
は

実
母
、「
紫
上
」
は
養
母
に
あ
た
る
。
こ
の
と
き
ま
だ
明
石
の
姫
君
は
三
歳

で
は
あ
る
が
、
た
と
え
ば
源
氏
系
図
で
は
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
九
条
家
本

か
ら
、
近
世
に
流
布
し
た
版
本
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
所
収
本
に
至
る
ま

で
、
明
石
の
姫
君
は
「
明
石
中
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
薄
雲
の
巻
に
お
い
て
は
、
物
語
に
「
中
宮
」
の
呼
称
は
見
当
た

ら
ず
、『
源
氏
小
鏡
』
で
は
、
藤
壺
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
。

20　

槿
香

【
翻
刻
】

 

　

△
槿
香

 

み
し
お
り
の
露
わ
す
ら
れ
ぬ
朝
顔
の

 

　

花
の
盛
は
過
や
し
ぬ
ら
ん

一　

槿ア
サ
ガ
ホ
ノ
サ
イ
イ
ン

斎
院
の
香
、
女
五ゴ

ノ
ミ
ヤ宮

の
香
、
源ゲ

ン
ノ
ナ
イ
シ

内
侍
の
香
、
各
三
包
、
桃
園
宮

の
香
一
包
客
香

な
り

、
都
合
十
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

地
香
三
種
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
客
香
試
な
し
。」
六
七
ウ

一　

札
打
様
左
の
ご
と
し
。

 

　

初
に
出
た
る
槿
斎
院
の
香
に
は　

お
り
位
の
札

 

　

初
に
出
た
る
女
五
宮
の
香
に
は　

伯
母
君
の
札

 

　

初
に
出
た
る
源
内
侍
の
香
に
は　

年
経
る
の
札

 

右
各
二
炷
目
よ
り
は
、
異
名
の
札
を
打
違
う
つ
べ
し
。

 

　

二
炷
目
三
炷
目
槿
斎
院
に
は　
　

女
五
宮
の
札
」
六
八
オ

 

　

二
炷
目
三
炷
目
の
女
五
宮
に
は　

源
内
侍
の
札

 

　

二
炷
目
三
炷
目
の
源
内
侍
に
は　

槿
斎
院
の
札

 

假
令
、
槿
斎
院
の
香
に
源
内
侍
の
札
打
た
る
は
異
名
な
れ
ど
も
中
り

に
あ
ら
ず
。
又
、
初
香
の
女
五
宮
を
聞
違
、
二
炷
目
に
伯
母
君
の
札

を
打
た
る
は
、
同
香
な
れ
ど
も
、
是
も
中
に
成
ら
す
。
餘
皆
是
に
準

知
べ
し
。」
六
八
ウ

一　

記
録
は
、
中
り
斗
を
記
す
。
初
香
聞
一
点
、
二
炷
目
聞
二
点
、
三
炷

目
聞
三
点
か
く
る
。
何
人
聞
に
て
も
同
前
也
。
桃
園
の
香
、
独
聞
五

点
、二
人
よ
り
四
点
充
な
り
。
二
炷
目
よ
り
同
名
の
札
打
た
る
は
、星

一
つ
充
附
る
也
。

一　

札
数
壱
人
前
拾
枚
、
十
人
分
百
枚
也
。

 

　
　

札
表

 

　

十
炷
香
の
札
紋
に
同
し
。」
六
九
オ

（
2
）

（
3
）
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札
裏

 

　

槿
斎
院　

二
枚　

女
五
宮　

二
枚　

源
内
侍　

二
枚

 
　

桃
園
宮　

一
枚　

お
り
位　

一
枚　

伯
母
君　

一
枚

 

　

年
ふ
る　

一
枚

一　

記
録
書
様
左
に
記
す
。」
六
九
ウ

 

　
　

槿
香
記

 

　
　
〔
表
〕」
七
〇
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

槿
斎
院　
　
　
　
　
　
　

　
　

女
五
宮　
　
　
　

　3コ　
　
　
　

　
　

源
内
侍　
　
　
　
　
　
　
　
　

10

　
　

桃
園
宮　
　
　
　

1　
　
　

本
香
は
、「
槿
斎
院
」「
女
五
宮
」「
源
内
侍
」
の
香
を
各
三
包
、「
桃
園

宮
」
の
香
を
一
包
の
計
十
包
を
出
香
と
す
る
。
こ
の
う
ち
「
桃
園
宮
」
は

客
香
で
あ
る
。
残
り
三
種
類
の
香
は
地
香
で
、
本
香
の
前
に
、
別
途
、
試

香
を
お
こ
な
う
。
本
香
で
は
、
一
炷
ず
つ
焚
き
、
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て

か
ら
包
紙
を
開
い
て
答
え
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
、
専
用
の
札
を
用
い
る
。
一
人
十
枚
を
必
要
と
し
、
十
人
の

香
席
で
は
百
枚
を
用
意
す
る
。札
の
表
は
十
炷
香
札
と
同
様
で
あ
る
が
、裏

は
、「
槿
斎
院
」「
女
五
宮
」「
源
内
侍
」（
以
上
、
各
二
枚
）、「
桃
園
宮
」

「
お
り
位
」「
伯
母
君
」「
年
経
る
」（
以
上
、
各
一
枚
）
と
記
す
。

札
の
打
ち
方
は
、
と
く
に
地
香
に
つ
い
て
注
意
を
要
す
る
。「
槿
斎
院
」

の
香
に
「
槿
斎
院
」
の
札
を
打
つ
と
い
う
の
が
通
常
の
方
法
で
あ
る
が
、本

組
香
で
は
異
名
の
札
を
打
つ
。
す
な
わ
ち
、
初
め
て
出
た
香
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
、「
槿
斎
院
」
の
香
に
は
「
お
り
位
」
の
札
、「
女
五
宮
」
の
香

に
は
「
伯
母
君
」
の
札
、「
源
内
侍
」
の
香
に
は
「
年
経
る
」
と
い
う
、
専

用
に
用
意
さ
れ
た
異
名
の
札
を
打
つ
。
ま
た
、
二
炷
目
・
三
炷
目
に
は
、
三

種
類
の
地
香
の
名
を
順
に
ず
ら
し
て
、「
槿
斎
院
」
の
香
に
は
「
女
五
宮
」

の
札
、「
女
五
宮
」
の
香
に
は
「
源
内
侍
」
の
札
、「
源
内
侍
」
の
香
に
は

「
槿
斎
院
」
の
札
を
打
つ
。
つ
ま
り
、異
名
の
札
な
ら
ば
ど
れ
で
も
よ
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
打
つ
べ
き
札
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
た
と
え
ば
、「
女
五
宮
」
の
香
を
一
炷
目
で
聞
き
違
え
、「
女
五
宮
」

の
香
の
一
炷
目
で
打
つ
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
「
伯
母
君
」
の
札
を
、
二
炷

目
で
打
っ
た
と
し
て
も
、
聞
き
当
て
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
三

種
類
の
地
香
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
炷
目
を
聞
き
当
て
る
こ
と
が
重

要
で
、
最
初
の
札
を
打
ち
誤
る
と
、
そ
の
後
、
同
香
を
聞
き
当
て
た
と
し

て
も
、
点
数
に
な
ら
な
い
場
合
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

記
録
は
、
聞
き
当
て
た
点
数
の
み
を
記
す
。
地
香
は
、
初
香
を
聞
き
当

て
た
場
合
は
一
点
、
二
炷
目
は
二
点
、
三
炷
目
は
三
点
で
、
聞
き
当
て
た

人
数
は
考
慮
し
な
い
。
な
お
、二
炷
目
か
ら
、香
の
名
と
同
名
の
札
を
打
っ

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*
*

*

*

*

*

*
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た
場
合
は
、
星
を
一
つ
付
す
。
一
方
、
客
香
の
「
桃
園
宮
」
の
香
は
、
聞

き
当
て
た
の
が
ひ
と
り
の
場
合
は
五
点
、
二
人
以
上
は
四
点
を
加
え
る
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
一
」「
二
」
の
香
、
各
三
包
と
「
朝
顔
」
の
香
、
五

包
の
計
十
一
包
を
準
備
す
る
。「
一
」「
二
」
の
香
は
、
別
途
、
試
香
を
お

こ
な
う
。
ま
ず
、「
一
」
と
「
朝
顔
」、「
二
」
と
「
朝
顔
」
の
ペ
ア
を
各
二

組
作
り
、
次
に
、
残
り
各
一
包
の
「
一
」「
二
」「
朝
顔
」
の
香
か
ら
、
任

意
に
二
包
を
え
ら
ん
で
ペ
ア
に
し
、
先
の
ペ
ア
に
混
ぜ
て
計
五
組
と
し
て

か
ら
二
炷
聞
き
に
し
、
余
っ
た
一
包
は
、「
桃
園
」
と
称
し
て
初
香
に
一
炷

聞
く
。
聞
き
の
名
目
は
、「
い
つ
き
」「
お
り
ゐ
」「
あ
さ
が
ほ
」「
盛
り
過
」

「
加
茂
」「
神
の
い
が
き
」
で
あ
る
。
竹
幽
本
と
比
較
す
る
と
、「
桃
園
」「
お

り
ゐ
」「
あ
さ
が
ほ
」
と
い
っ
た
共
通
し
た
語
の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
が
、

竹
幽
本
が
専
用
の
札
を
用
い
、
異
名
の
札
を
打
つ
と
い
っ
た
趣
向
を
も
つ

の
と
は
異
な
り
、
比
較
的
簡
便
な
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

香
の
名
目
の
う
ち
、「
槿
斎
院
」
は
、
光
源
氏
が
槿
（
朝
顔
）
の
花
に
つ

け
て
和
歌
を
贈
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
朝
顔
の
宮
と
呼
ば
れ
る
女
性
を

指
す
。
光
源
氏
の
い
と
こ
に
あ
た
る
。
斎
院
（
賀
茂
神
社
に
仕
え
る
未
婚

の
内
親
王
）
を
勤
め
て
い
た
が
、
父
の
桃
園
の
宮
（
光
源
氏
の
父
で
あ
る

桐
壺
帝
の
弟
）
が
亡
く
な
り
、
服
喪
の
た
め
に
退
下
し
て
自
邸
に
戻
っ
て

い
た
。
そ
の
邸
に
身
を
寄
せ
て
い
た
の
が
、「
女
五
の
宮
」（
桐
壺
帝
の
妹
、

光
源
氏
の
叔
母
）
と
、
弟
子
の
「
源
内
侍
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
ふ
た
り
の

呼
称
も
香
の
名
目
に
な
っ
て
い
る
。「
源
内
侍
」
は
、今
は
亡
き
桐
壺
帝
に

仕
え
て
い
た
女
房
で
、
そ
の
後
出
家
し
、
女
五
の
宮
の
弟
子
に
な
っ
て
い

た
。
光
源
氏
が
、
叔
母
の
女
五
の
宮
へ
の
見
舞
い
を
口
実
に
、
こ
の
邸
を

訪
れ
、
朝
顔
の
宮
に
懸
想
し
て
贈
っ
た
歌
が
、
巻
名
歌
で
あ
る
。

札
裏
に
は
前
述
し
た
登
場
人
物
の
呼
称
以
外
に
、「
お
り
位
」「
伯
母
君
」

「
年
経
る
」
と
記
さ
れ
る
。「
お
り
位
」
は
、
斎
院
を
退
く
こ
と
で
、「
槿
斎

院
」
の
斎
院
退
下
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
物
語
の
冒
頭
に
は
、「
斎
院
は
御

服
に
て
お
り
ゐ
た
ま
ひ
に
き
か
し
。」（
②
四
六
九
頁
）
と
あ
り
、
通
常
、

「
下
（
降
）
り
居
」
と
解
す
る
が
、竹
幽
本
の
表
記
か
ら
は
「
位
」
を
下
り

る
意
と
理
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
お
り
位
」
と
い
う
解
釈
は
、管
見

に
よ
れ
ば
、
古
注
釈
の
他
、『
源
氏
小
鏡
』『
源
氏
大
鏡
』
な
ど
の
梗
概
書

に
も
、
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
あ
る
い
は
退
位
し
た
天
皇
を
指
す

「
お
り
ゐ
の
帝
」（
若
菜
上
・
匂
宮
）
と
い
う
語
句
か
ら
の
誤
っ
た
類
推
か
。

ち
な
み
に
、
蘭
之
園
本
で
は
「
お
り
ゐ
」
と
表
記
す
る
。

ま
た
、「
伯
母
君
」
は
、
女
五
の
宮
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
の
注

釈
書
で
は
、
槿
斎
院
と
の
続
柄
は
、
伯
母
で
は
な
く
叔
母
と
解
釈
す
る
が
、

古
注
釈
で
は
、女
五
の
宮
を
「
斎
院
の
伯
母
な
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
竹

幽
本
は
、
こ
の
理
解
に
立
っ
て
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

最
後
の
「
年
経
る
」
は
、
源
内
侍
が
源
氏
に
詠
み
か
け
た
次
の
和
歌
の

初
句
「
年
ふ
れ
ど
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

年
ふ
れ
ど
こ
の
契
り
こ
そ
忘
ら
れ
ね
親
の
親
と
か
言
ひ
し
ひ
と
言

*

*

（
4
）
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（
②
四
八
四
頁
）

こ
の
よ
う
に
解
し
て
く
る
と
、
最
初
の
札
の
打
ち
方
で
あ
る
「
槿
斎
院

の
香
に
は
お
り
位
の
札
」「
女
五
宮
の
香
に
は
伯
母
君
の
札
」「
源
内
侍
の

香
に
は
年
経
る
の
札
」
は
、
す
べ
て
各
々
の
人
物
と
関
わ
る
名
目
が
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

21　

乙
女
香

【
翻
刻
】

 

　

△
乙
女
香

 

乙
女
子
も
神
さ
び
ぬ
ら
し
天
つ
袖

 

　

ふ
る
き
世
の
友
齢
へ
ぬ
れ
ば

 

巻
に
云
、
六
條
京
極
わ
た
り
に
、
中
宮
の
古
き
宮
の
邊
り
を
、
四よ

ま
ち町

を
し
め
て
造
ら
せ
給
ふ
と
あ
る
に
因ち

な
みて

組
た
る
も
の
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。」
七
〇
ウ

一　

四
季
の
香
四
包
春
夏
秋
冬

各
一
包
充

、
源
氏
の
香
一
包
、
植
物
の
香
五
包
、
ウ
二
包
ヱ
一
包

モ
一
包
ノ
一
包

如
此
別
香
四
種

を
包
べ
し　

、
都
合
十
包
の
内
、
九
包
出
香
と
す
此
香
に
は

客
香
な
し

。

一　

四
季
の
香
、
源
氏
の
香
、
各
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
植
物
の
香
は
試

な
し
。

一　

植
物
の
香
五
包
の
内
、
ウ
一
包
除
け
、
源
氏
を
入
て
五
包
と
し
打
交
、

其
内
よ
り
又
一
包
取
除
け
、
残
四
包
に
四
季
の
香
一
包
充
組
合
て
上
下
不
同

あ
る
様
に
二
包
毎
に

交
て
組
合
置
べ
し

四
組
と
し
、
二
炷
聞
に
焚
」
七
一
オ
出
し
て
後
に
、
除
置
た

る
二
包
を
能
く
交
て
、其
内
一
包
を
一
炷
聞
に
焚
出
す
べ
し
残
一
包

は
無
用

。
扨

て
九
包
皆
焚
終
て
、
香
包
紙
を
一
同
に
開
き
、
点
星
を
定
る
也
。

 

　

香
組
合
并
札
打
様

 

　
　

二
炷
聞
前
後
の　

差
別
な
し

 

春
と
植
物
は　

桜
の
房 

一
の
札　

夏
と
植
物
は　

橘
の
房 

二
の
札

 

秋
と
植
物
は　

梔
の
房 

三
の
札　

冬
と
植
物
は　

松
の
房 

ウ
の

札
」
七
一
ウ

 

春
源
氏
は　

紫
上 

一
の
札　　　
　

夏
源
氏
は　

花
散
里 

二二

の
札

 

秋
源
氏
は　

秋
好
中
宮 

三三

の
札　

冬
源
氏
は　

明
石
上 

ウウ

の
札

 

一
炷
聞

 

桜
は　

岩
つ
ゝ
し　

一
の
札　

橘
は　

夘
の
花　

二
の
札

 

梔
は　

秋
の
野　
　

三
の
札　

松
は　

籬
の
雪　

ウ
の
札

 

源
氏　

六
條
の
院　
一二

の
札

一　

記
録
の
香
、
本
に
は
春
と
組
た
る
植
物
を
桜
と
書
、
夏
と
」
七
二
オ
組

た
る
を
橘
と
書
、
秋
と
組
た
る
を
梔
と
書
、
冬
と
組
た
る
を
松
と
書

へ
し
。
源
氏
は
源
氏
と
認
て
よ
し
。
皆
中
は
聞
の
下
に
四
町
と
認
べ

し
。

一　

一
炷
聞
に
成
て
札
打
心
得
左
の
ご
と
し
。

 
　

二
炷
聞
の
内
に
源
氏
出
た
る
時

 

　
　

聞
覚
た
る
香
は　

四
季
の
内
に
組
合
た
る
ウ
の
香
也
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
假
令
、
春
と
組
合
た
る
香
な
ら
は
桜
也
（
朱
）。
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聞
覚
ざ
る
香
は　

源
氏
と
代
り
た
る
植
物
の
香
也
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
假
令
、秋
源
氏
と
組
合
た
ら
ば
其
代
り
は
梔
也
（
朱
）。」
七
二
ウ

 
　

右
の
内
一
包
出
る
也
。

 

　

二
炷
聞
の
内
に
源
氏
出
ざ
る
時
は
、

 

　
　

  
四
季
の
内
に
組
合
出
た
る
ウ
の
香
か
、
又
は
源
氏
香
か
、
両
香

の
内
也
。

一　

記
録
点
星
左
の
ご
と
し
。

 

　
桜
房
（
朱
）　

橘
房
（
朱
）

梔
房
（
朱
）　

松
房
（
朱
）　
　
　

 
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
。」
七
三
オ

 

　
紫
上
（
朱
）　

花
散
里
（
朱
）　　

秋
好
中
宮
（
朱
）　

明
石
上
（
朱
）　
　

独
聞
四
点
、
二
人
よ
り
三
点
充
。

 

　
岩
躑
躅
（
朱
）　

夘
の
花
（
朱
）　

の
野
（
朱
）　

籬
の
雪
（
朱
）　
　

独
聞
五
点
、
二
人
四
点
、
三
人
よ
り
三
点
充
。

聞
違
、
何
人
に
て
も
星
一
つ
充
。

 

　

六
條
院
（
朱
）　　
　

独
聞
七
点
、
二
人
五
点
、
三
人
よ
り
四
点
充
。

聞
違
何
人
に
て
も
星
二
つ
充
也
。

 

認
様
左
に
記
す
。」
七
三
ウ

 

　
　

乙
女
香
之
記　

ウ
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
七
四
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

四
季　

春　
　
　
　

  　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

夏　

　1コ

　
　
　
　
　

秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

前

　
　
　
　
　

冬　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

2
×
4　

　
　

源
氏　
　
　

　1コ　

  

ａ　
　
　

　
　

植
物　

ウ　

2 

― 

1
＝
1　
　

  　

ｂ

　
　
　
　
　

ヱ　
　
　
　
　
　

  　

5 

― 

1
＝
4　

　
　
　
　
　

モ　

1　

　
　
　
　
　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 　

後

　
　

1
ａ
＋
1
ｂ
＝
2 

― 

1
＝
1　
　
　

竹
幽
本
で
は
、
通
常
、
証
歌
を
挙
げ
て
か
ら
組
香
の
方
法
の
説
明
に
入

る
と
い
う
形
式
を
と
る
。
だ
が
、
乙
女
香
で
は
、
証
歌
の
直
後
、
組
香
の

方
法
の
説
明
の
前
に
、
本
組
香
と
『
源
氏
物
語
』
乙
女
巻
の
内
容
と
の
関

わ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
点
が
特
異
で
あ
る
。

さ
て
、
本
組
香
で
は
、
四
季
の
香
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
、
各
一
包
）
四

包
、「
源
氏
」
の
香
を
一
包
、
植
物
の
香
（
別
香
四
種
類
。「
ウ
」
の
香
を

二
包
、「
ヱ
」「
モ
」「
ノ
」
の
香
を
各
一
包
。）
五
包
の
計
十
包
を
用
意
す

る
。
こ
の
う
ち
、
四
季
の
香
と
「
源
氏
」
の
香
は
、
別
途
、
試
香
を
お
こ

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭

⎫｜｜｜｜｜｜⎬｜｜｜｜｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

*
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な
う
。
植
物
の
香
に
は
、
試
香
は
な
い
。
従
っ
て
、「
ウ
」「
ヱ
」「
モ
」

「
ノ
」
の
区
別
は
不
可
能
で
あ
る
。
試
香
に
な
い
香
、四
種
類
が
植
物
の
香

で
あ
る
と
捉
え
る
。
ま
た
、
本
組
香
で
用
い
る
い
ず
れ
の
香
に
も
客
香
を

用
い
な
い
。

ま
ず
、
植
物
の
香
の
う
ち
、「
ウ
」
の
香
を
一
包
除
き
、「
ウ
」「
ヱ
」

「
モ
」「
ノ
」
各
一
包
に
し
て
か
ら
、「
源
氏
」
の
香
を
加
え
て
混
ぜ
、
そ
の

中
か
ら
一
包
を
除
い
て
四
包
と
す
る
。
こ
れ
に
、
四
季
の
香
を
組
み
合
わ

せ
、
二
包
ず
つ
四
組
の
ペ
ア
を
作
り
、
二
炷
聞
き
と
す
る
（
前
段
）。
そ
れ

か
ら
、
先
に
除
い
て
お
い
た
二
包
（「
ウ
」
の
香
が
一
包
と
、「
ウ
」「
ヱ
」

「
モ
」「
ノ
」「
源
氏
」
の
香
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
包
）
の
う
ち
の
一
包
を
、

一
炷
聞
き
と
し
て
焚
く
（
後
段
）。
以
上
、
全
九
包
を
出
香
と
し
、
残
り
の

一
包
は
用
い
な
い
。
す
べ
て
焚
き
終
え
て
か
ら
、
包
紙
を
開
い
て
正
答
を

披
露
す
る
。

な
お
、
後
段
の
一
炷
聞
き
の
際
、
す
で
に
前
段
で
「
源
氏
」
の
香
が
出

た
場
合
に
は
、「
ウ
」「
ヱ
」「
モ
」「
ノ
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
聞
き
覚
え
が
あ
る
香
な
ら
ば
、
植
物
の
香
の
中
で
も
唯
一
、

二
包
用
意
さ
れ
て
い
た
「
ウ
」
の
香
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
聞
き

覚
え
が
な
け
れ
ば
、
前
段
で
「
源
氏
」
の
香
と
入
れ
替
わ
り
に
残
っ
た

「
ヱ
」「
モ
」「
ノ
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
一
方
、前
段
で
「
源
氏
」
の
香

が
出
て
い
な
い
場
合
は
、逆
に
「
ウ
」「
ヱ
」「
モ
」「
ノ
」
が
す
べ
て
出
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
後
段
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
取
り
除
け
ら
れ
た

「
ウ
」
の
香
か
、「
源
氏
」
の
香
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
前
段
の
二
柱
聞
き
で
は
、
出
香
の

順
序
の
前
後
は
問
わ
ず
、
組
み
合
わ
せ
の
み
で
答
え
る
。
す
な
わ
ち
、
四

季
と
植
物
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
ば
、「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
の
順
に

「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。
一
方
、
四
季
と
「
源
氏
」
の
組

み
合
わ
せ
の
場
合
は
、四
季
の
順
に
「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
札
を
二

枚
打
つ
（
竹
幽
本
に
は
、「
源
氏
」
と
「
春
」
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、「
一

の
札
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
段
の
札
の
打
ち
方
か
ら
推
す
と
、

や
は
り
枚
数
は
二
枚
で
あ
ろ
う
。）。
そ
し
て
後
段
の
一
炷
聞
き
で
は
、
植

物
の
香
で
あ
っ
た
場
合
、
前
段
を
も
と
に
答
え
を
出
す
。
す
な
わ
ち
、
前

段
で
「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
の
い
ず
れ
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
植

物
の
香
で
あ
っ
た
か
に
よ
っ
て
、順
に
「
一
」
〜
「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。
ま

た
、「
源
氏
」
の
香
の
場
合
は
、「
一
」
と
「
二
」
の
札
を
打
つ
。

記
録
は
聞
き
の
名
目
に
よ
っ
て
記
す
。
ま
ず
、「
本
」
と
記
さ
れ
た
行
に

書
き
入
れ
る
正
答
は
、「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
と
ペ
ア
に
な
っ
て
い
る

植
物
の
香
を
、
順
に
「
桜
」「
橘
」「
梔
」「
松
」
と
し
、「
源
氏
」
の
香
は
、

そ
の
ま
ま
「
源
氏
」
と
記
す
。
そ
の
上
で
、
前
段
で
は
、
植
物
と
「
春
」

は
「
桜
の
房
」、「
夏
」
は
「
橘
の
房
」、「
秋
」
は
「
梔
の
房
」、「
冬
」
は

「
松
の
房
」
と
書
く
。
ま
た
、
源
氏
と
「
春
」
は
「
紫
上
」、「
夏
」
は
「
花

散
里
」、「
秋
」
は
「
秋
好
中
宮
」、「
冬
」
は
「
明
石
上
」 

と
す
る
。
そ
し

て
後
段
は
、
前
段
の
四
季
の
香
と
の
組
み
合
わ
せ
が
、「
春
」
の
香
の
場
合

*

*

*

*

*

*
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は
「
岩
つ
ゝ
し
」、「
夏
」
は
「
夘
の
花
」、「
秋
」
は
「
秋
の
野
」、「
冬
」

は
「
籬
の
雪
」
と
す
る
。
な
お
、「
源
氏
」
の
香
の
場
合
は
、「
六
條
の
院
」

と
記
す
。
す
べ
て
聞
き
当
て
た
場
合
は
、名
目
の
最
も
下
の
欄
に
「
四
町
」

と
記
入
す
る
。

記
録
点
は
、前
段
の
四
季
の
香
と
植
物
の
香
と
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、ひ

と
り
の
み
聞
き
当
て
た
場
合
は
三
点
、
二
人
以
上
は
二
点
と
な
る
。
ま
た
、

四
季
の
香
と
「
源
氏
」
の
香
と
の
組
み
合
わ
せ
で
は
、
ひ
と
り
の
み
の
場

合
は
四
点
、
二
人
以
上
で
三
点
を
加
え
る
。
ま
た
、
後
段
で
は
、
植
物
の

香
の
場
合
は
、
独
り
聞
き
は
五
点
、
二
人
で
は
四
点
、
三
人
以
上
は
三
点

と
な
り
、
聞
き
違
え
れ
ば
、
何
人
で
あ
っ
て
も
星
を
ひ
と
つ
付
す
。
一
方
、

「
源
氏
」
の
香
の
場
合
は
、
独
り
聞
き
は
七
点
、
二
人
で
五
点
、
三
人
以
上

は
四
点
を
加
え
、
聞
き
違
え
た
時
は
、
人
数
を
問
わ
ず
、
一
律
に
星
二
つ

と
な
る
。「
源
氏
」
の
香
に
関
わ
る
点
が
高
く
、
ま
た
、
前
段
に
比
し
て
後

段
の
点
数
の
比
重
が
重
い
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
香
組
十
炷
香
の
例
」
と
し
て
、
盤
物
を
挙
げ
て
い
る
。

竹
幽
本
と
は
全
く
異
な
る
組
香
で
あ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

毎
年
十
一
月
に
は
、
宮
中
で
新
嘗
祭
（
天
皇
が
新
米
を
神
に
献
上
し
て

食
す
る
行
事
）
が
催
さ
れ
、
五
節
の
舞
姫
が
天
女
の
舞
を
披
露
す
る
。
そ

れ
を
見
て
、
光
源
氏
が
か
つ
て
舞
姫
だ
っ
た
恋
人
に
贈
っ
た
和
歌
が
巻
名

歌
（
③
六
三
頁
）
で
あ
る
。

そ
の
後
、
源
氏
は
六
条
通
に
面
し
た
大
邸
宅
を
新
築
す
る
。
そ
れ
は
六

条
院
と
呼
ば
れ
、竹
幽
本
の
冒
頭
に
掲
示
さ
れ
た
物
語
本
文
（
③
七
六
頁
）

に
あ
る
よ
う
に
、「
四
町
」（
一
町
は
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
）
を
占
め
、四

つ
の
御
殿
か
ら
成
っ
て
い
た
。
東
南
は
春
の
御
殿
で
源
氏
と
紫
の
上
の
住

ま
い
で
あ
り
、
以
下
、
東
北
は
夏
の
御
殿
で
花
散
里
、
西
南
は
秋
の
御
殿

で
秋
好
中
宮
、
西
北
は
冬
の
御
殿
で
明
石
の
上
の
住
ま
い
で
あ
る
。

本
組
香
で
は
、
聞
き
の
名
目
と
し
て
、
春
夏
秋
冬
に
そ
れ
ぞ
れ
「
紫
上
」

「
花
散
里
」「
秋
好
中
宮
」「
明
石
上
」
と
い
う
、
前
述
の
女
君
、
四
名
の
呼

称
が
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
春
に
は
「
桜
」「
岩
つ
つ
じ
」、
夏
に

は
「
橘
」「
卯
の
花
」、
秋
に
は
「
楓
」「
秋
の
野
」、
冬
に
は
「
松
」「
籬
の

雪
」
の
名
目
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
「
桜
」「
岩
つ
つ
じ
」「
橘
」「
籬
の
雪
」
の
四
つ
の
名
目
は
、

『
源
氏
小
鏡
』
に
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
物
語
本
文
に
は
、「
桜
」「
岩

つ
つ
じ
」「
橘
」
の
語
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
残
り
の
「
籬
の
雪
」

は
、
物
語
に
も
出
て
来
な
い
が
、「
籬
」
は
、
冬
の
御
殿
の
描
写
の
中
に

「
菊
の
籬
」
と
し
て
見
え
る
。

隔
て
の
垣
に
松
の
木
し
げ
く
、
雪
を
も
て
あ
そ
ば
ん
た
よ
り
に
よ
せ

た
り
。
冬
の
は
じ
め
の
朝
霜
む
す
ぶ
べ
き
菊
の
籬
、
我
は
顔
な
る
柞

原
、
を
さ
を
さ
名
も
知
ら
ぬ
深
山
木
ど
も
の
木
深
き
な
ど
を
移
し
植

ゑ
た
り
。（
③
七
九
〜
八
〇
頁
）

「
朝
霜
む
す
ぶ
べ
き
菊
の
籬
」
は
、た
し
か
に
初
冬
の
景
物
と
し
て
ふ
さ

*

*

*
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わ
し
く
、
冬
の
名
目
を
こ
の
箇
所
か
ら
採
り
出
す
こ
と
も
、
一
見
で
き
そ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
菊
の
籬
」
と
い
う
語
句
の
み
を
単
独
で
抜
き
出
し

た
場
合
、
た
と
え
ば
、「
し
も
を
待
つ
籬
の
菊
の
よ
ひ
の
ま
に
お
き
ま
よ
ふ

い
ろ
は
山
の
は
の
月
」（
新
古
今
集
・
秋
下
・
五
〇
七
・
宮
内
卿
・
五
十
首

歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
菊
籬
月
と
い
へ
る
心
を
）
と
い
っ
た
歌
の
よ
う
に
、

冬
で
は
な
く
、秋
の
イ
メ
ー
ジ
が
印
象
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。そ

こ
で
、「
雪
を
も
て
あ
そ
ば
ん
た
よ
り
」
と
し
て
「
隔
て
の
垣
」
に
松
を
茂

ら
せ
た
と
い
う
冬
の
御
殿
で
、
こ
れ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

美
し
い
雪
の
情
景
を
想
像
し
、「
籬
」
と
「
雪
」
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、「
籬

の
雪
」
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
和
歌
に
は
、
籬
の
菊

が
雪
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
結
題
「
籬
菊
如
雪
」（
千
載
集
・
秋
下
・

三
四
八
な
ど
）
も
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
竹
幽
本
が
、『
源
氏
小
鏡
』
よ
り
も

む
し
ろ
、『
源
氏
物
語
』
本
文
に
よ
っ
て
組
香
を
構
成
し
た
可
能
性
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

22　

玉
鬘
香

（
七
十
四
丁
裏
〜
七
十
五
丁
表
。『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
参
照
。）

　
　

赤　
　
　

　
　

紅
梅　
　

　
　

白　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　

縹　
　
　
　
　

　
　

栁　
　
　

　
　

梔　
　
　
　
　
　

12 

― 

2
＝
10
実
は　
（
1
＋
1
）×
6（
1
＋
1
）

　
　

色
一　
　

　
　

色
二　

2
＝
6　
　

  　
　
　
　
　

6　

　
　

色
三　
　
　

23　

初
音
香

【
翻
刻
】

 

　

△
初
音
香

 

年
月
を
松
に
ひ
か
れ
て
ふ
る
人
に

 

　

け
ふ
鴬
の
初
音
き
か
せ
よ

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
鴬
の
香
に　

ウ
を
打
へ
し

。

一　

一
の
香
、
二
の
香
、
三
の
香
、
鴬
の
香
客
香
な
り

各
三
包
、
都
合
十
二
包
出

香
と
す
。
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
也
。

一　

鴬
の
香
斗
り
試
に
出
す
べ
し
。」
七
五
ウ

⎫｜｜｜｜｜⎬｜｜｜｜｜⎭

1
＝
6⎫｜｜｜｜｜｜⎬｜｜｜｜｜⎭

6⎫｜｜｜｜｜｜⎬｜｜｜｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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一　

一
二
三
の
香
は
無
試
十
炷
香
の
こ
と
く
札
を
打
也
。
同
香
三
包
充
の

内
、末
に
出
る
一
包
を
各
も
ち
ゐ
と
名
付
る
。
一
の
餅モ

チ
イ、二

の
餅
、三

の
餅
と
認
る
。
是
を
第
一
に
聞
く
べ
し
。

一　

記
録
、
も
ち
ゐ
同
香
三
炷
共
に
皆
聞
中
れ
ば
、
三
炷
と
も
に
二
点
充

か
け
て
都
合
六
点
と
成
る
。
三
炷
不
残
不
聞
共
上
下
結
び
て
二
炷
の

内
に
も
ち
ゐ
の
香
中
ら
ば
、
も
ち
ゐ
斗
は
二
点
な
り
。
又
上
下
結
ひ

て
中
り
、
終
の
も
ち
ゐ
斗
中
ら
」
七
六
オ
さ
れ
ば
、
中
た
る
二
炷
各
一

点
充
也
。

一　

鴬
の
香
は
、
試
有
る
ゆ
へ
に
同
名
の
札
打
也
。
是
も
終
に
出
る
鴬
は

ね
ぐ
ら
と
名
付
て
、
初
二
炷
の
内
、
一
炷
中
り
て
、
三
炷
目
の
ね
ぐ

ら
聞
中
れ
は
、
ね
ぐ
ら
斗
は
二
点
な
り
。
三
炷
共
に
中
れ
は
、
二
点

充
か
け
て
都
合
六
点
な
り
。
ね
ぐ
ら
一
炷
斗
中
れ
ば
一
点
也
。
ね
く

ら
あ
た
ら
す
、
外
の
鴬
斗
は
一
点
充
也
。」
七
六
ウ

一　

も
ち
ゐ
、
ね
ぐ
ら
の
外
は
、
皆
何
人
聞
に
て
も
一
点
充
也
。
も
ち
ゐ
、

 

ね
ぐ
ら
の
聞
違
は
、
星
一
つ
充
附
る
べ
し
。

一　

聞
の
褒
美
に
左
の
ご
と
し
。

 

　

皆
中　

五
葉
の
松
と
書　
（
も
ち
ゐ

ね
ぐ
ら

共
に
聞　

池
の
鏡
と
書

 

　

ね
ぐ
ら
斗
聞　

初
音
と
書　

も
ち
ゐ
斗
聞　

歯
が
た
め
と
書

 

　
も
ち
ゐ
、
ね
ぐ
ら
不
聞
、

外
の
香
聞
た
る
は　

薄
氷
と
書

一　

記
録
書
様
左
に
記
す
。」
七
七
オ

 

　
　

初
音
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
七
七
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
香

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
の
餠

　
　

二　
　
　
　

3　
　
　
　
　
　

二
の
餠

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　

12　

三
の
餠

　
　

鶯　
　
　
　

　3コ　
　
　
　
　
　

ね
ぐ
ら

地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
と
、
客
香
「
鴬
」
の
香
と
を
、
各
三
包

用
意
す
る
。
通
常
、
試
香
は
、
地
香
に
つ
い
て
お
こ
な
う
こ
と
が
多
い
が
、

本
組
香
で
は
、
客
香
の
「
鴬
」
の
香
に
の
み
お
こ
な
う
。
客
香
の
試
香
は
、

時
々
見
受
け
ら
れ
る
。
本
香
に
は
、
こ
れ
ら
十
二
包
の
香
を
用
い
、
す
べ

て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
、十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
鴬
」
の
香
に
は
「
ウ
」
の
札
を
打

つ
が
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
に
は
、
無
試
十
炷
香
の
よ
う
に
、
一
炷
目

に
「
一
」
の
札
を
打
ち
、
異
な
る
香
が
焚
か
れ
る
た
び
に
、
順
に
「
二
」

「
三
」
の
札
を
打
っ
て
い
く
。

記
録
に
は
、
同
香
三
包
の
う
ち
、
い
ち
ば
ん
最
後
（
三
番
目
）
に
出
た

香
を
、
特
に
「
も
ち
ゐ
」
と
称
し
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、「
一
の
餅
」「
二
の
餅
」「
三
の
餅
」
と
記
す
。
得
点
は
、
同
香

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*

*

*
*

*

*

*
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を
三
炷
す
べ
て
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
三
炷
と
も
に
二
点
ず
つ
、
計
六
点

と
な
る
が
、
同
香
三
炷
の
う
ち
、
二
炷
を
聞
き
当
て
、
そ
の
中
に
「
餅
」

の
香
が
あ
れ
ば
、「
餅
」
の
香
の
み
二
点
と
し
、
も
う
一
炷
の
一
点
と
合
わ

せ
て
計
三
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
餅
」
の
香
の
み
聞
き
違
え
た
場
合
は
、
聞

き
当
て
た
二
炷
は
各
一
点
と
な
り
、
計
二
点
と
な
る
。「
鴬
」
の
香
も
、
い

ち
ば
ん
最
後
に
出
た
香
を
「
ね
ぐ
ら
」
と
称
し
、
先
の
地
香
と
同
様
に
得

点
を
計
算
す
る
。
つ
ま
り
、「
餅
」「
ね
ぐ
ら
」
以
外
は
、何
人
聞
き
で
あ
っ

て
も
す
べ
て
各
一
点
と
す
る
。
な
お
、「
餅
」「
ね
ぐ
ら
」
の
聞
き
違
え
は
、

星
を
ひ
と
つ
付
す
。
褒
美
の
こ
と
ば
は
、す
べ
て
聞
き
当
て
た
場
合
は「
五

葉
の
松
」、「
餅
」
を
一
炷
以
上
と
「
ね
ぐ
ら
」
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
「
池

の
鏡
」、「
ね
ぐ
ら
」
の
み
で
は
「
初
音
」、「
餅
」
の
み
で
は
「
歯
が
た
め
」、

「
餅
」「
ね
ぐ
ら
」
を
聞
き
違
え
、
そ
の
他
の
香
の
み
を
聞
き
当
て
た
場
合

は
「
薄
氷
」
と
記
す
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
も
ち
ゐ
」
の
香
、「
鴬
」
の
香
を
、
各
六
包
用
意
し
、

別
途
、
試
香
を
お
こ
な
う
。
本
香
で
は
、
こ
の
全
十
二
包
を
混
ぜ
、
二

（「
三
」
の
誤
り
か
）
包
ず
つ
三
組
を
作
り
、
残
り
三
包
は
一
包
ず
つ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
ま
ず
三
包
一
組
の
香
を
聞
い
て
、
次
に
残
り

三
包
の
う
ち
の
一
包
を
聞
く
。
こ
の
三
柱
聞
き
と
一
炷
聞
き
を
三
度
繰
り

返
す
。
得
点
は
、
三
炷
聞
き
の
う
ち
の
「
も
ち
ゐ
」
を
聞
き
当
て
る
と
二

点
、
一
炷
聞
き
で
は
三
点
、
そ
の
他
は
各
一
点
で
あ
る
。
な
お
、
ひ
と
り

の
み
聞
き
当
て
た
場
合
は
二
点
、
二
人
以
上
は
一
点
と
す
る
。
ま
た
、
聞

き
の
名
目
に
は
、「
も
ち
ゐ
」「
う
ぐ
ひ
す
」「
池
の
鏡
」「
五
（
い
つ
）
は

の
松
」「
は
が
た
め
」「
は
つ
音
」
を
用
い
る
。
竹
幽
本
に
お
い
て
も
、
蘭

之
園
本
と
同
じ
語
句
を
用
い
て
組
香
を
構
成
し
て
い
る
が
、「
ね
ぐ
ら
」「
薄

氷
」
は
、
竹
幽
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
炷
聞
き
と

一
炷
聞
き
を
繰
り
返
し
、一
炷
聞
き
の
得
点
が
高
い
蘭
之
園
本
に
対
し
、同

香
の
三
炷
目
に
特
別
な
名
付
け
を
し
、
そ
の
得
点
を
高
く
す
る
と
い
っ
た

方
法
に
も
、
竹
幽
本
の
独
自
性
が
見
ら
れ
よ
う
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

初
音
巻
で
は
、
新
築
さ
れ
た
六
条
院
で
初
め
て
迎
え
た
正
月
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
物
語
で
は
、
女
房
た
ち
が
、「
歯
固
め
の
祝
い
し
て
、
餅

の
鏡
を
さ
へ
取
り
寄
せ
て
」（
③
一
四
四
頁
）
と
あ
り
、そ
こ
か
ら
名
目
の

「
餅も
ち
ゐ」

と
「
歯
が
た
め
」（
長
寿
を
祝
っ
て
鏡
餅
な
ど
を
食
べ
る
行
事
）
が

採
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
薄
氷
」
と
「
池
の
鏡
」
は
、
源
氏
が
詠
ん
だ
寿

ぎ
の
和
歌
に
よ
る
。

う
す
氷
と
け
ぬ
る
池
の
鏡
に
は
世
に
た
ぐ
ひ
な
き
影
ぞ
並
べ
る
（
③

一
四
五
頁
）

源
氏
の
娘
で
あ
る
明
石
の
姫
君
は
八
歳
に
な
り
、
春
の
御
殿
で
紫
の
上

と
暮
ら
し
て
い
る
。
実
母
の
明
石
の
君
は
、
六
条
院
の
冬
の
御
殿
に
住
み

な
が
ら
、
五
年
前
に
別
れ
て
以
来
、
一
度
も
会
え
な
い
娘
に
新
年
の
贈
り

物
を
し
た
。「
五
葉
の
枝
に
う
つ
る
鶯
」（
五
葉
の
松
の
枝
に
移
り
留
ま
っ

て
い
る
鶯
）（
③
一
四
五
頁
）
で
、そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
和
歌
が
巻
名
歌
で

*

*
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あ
る
。「
五
葉
松
」「
鶯
」「
初
音
」
と
い
う
名
目
は
、
こ
の
場
面
に
よ
る
。

も
っ
と
も
、
物
語
本
文
に
は
、「
五
葉
松
」
と
い
う
語
句
そ
の
も
の
は
見
当

た
ら
な
い
が
、「
五
葉
」
が
松
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
蘭
之
園

本
で
は
「
五い
つ

は
の
松
」、『
源
氏
小
鏡
』
第
一
系
統
で
は
「
五
よ
う
の
松
」

と
あ
る
。

姫
君
か
ら
の
返
礼
の
和
歌
を
見
て
感
激
し
た
明
石
の
上
は
、
次
の
歌
を

し
た
た
め
た
。

め
づ
ら
し
や
花
の
ね
ぐ
ら
に
木
づ
た
ひ
て
谷
の
ふ
る
巣
を
問
へ
る
鶯

（
③
一
五
〇
頁
）

終
わ
り
に
出
る
「
鶯
の
香
」
が
「
ね
ぐ
ら
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
、こ

の
一
首
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

24　

胡
蝶
香

【
翻
刻
】

 

　

△
胡
蝶
香

 

花
ぞ
の
ゝ
こ
て
ふ
を
さ
え
や
下
く
さ
に

 

　

あ
き
ま
つ
む
し
は
う
と
く
見
る
ら
ん

一　

一
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
客
の
香
、
各
三
包
充
、
都
合
十
二
包
の
内
、
二
包
除
け
、
残

り
十
包
出
香
と
す
地
香
外
に
拵
、
試
有
。

客
香
試
な
し
。　
　
　

。」
七
八
オ

一　

山
吹
方
五
人
、
桜
花
方
五
人
と
分
つ
山
吹
方
上
座
た
る
へ
し
。　

双
方
に
聞
頭
を
定
め
置
く
。。

一　

舞
姫
の
人
形
進
は
、
客
地
香
の
差
別
な
く
陽
炷
目
一
三
五

七

九

中
り
一
間
進

む
。
陰
炷
目
二
四
六

八

十

中
り
二
間
進
す
べ
し
。
各
独
聞
の
沙
汰
な
し
。

一　

六
間
目
の
舞
臺
に
至
る
と
、
山
吹
・
桜
を
人
形
に
持
す
る
。
十
間
目

に
至
る
と
、
山
吹
は
金
瓶
に
さ
し
、
桜
は
銀
瓶
に
さ
す
。
拾
五
間
目

に
早
く
至
る
方
を
勝
と
す
双
方
の
内
に
て　

十
五
間
目
に
至
る

」
七
八
ウ
人
形
の
数　
　

多
き
方
勝
也
。。
勝
た
る
方
は
、

短
冊
を
花
に
附
る
山
吹
方
は
金
短
冊
、

桜
方
は
銀
短
冊

也
。
然
ど
も
、
一
方
三
人
の
勝
あ
る
迄

は
、
勝
負
付
べ
か
ら
す
。
負
た
る
其
相
手
の
人
形
、
假
令
香
は
聞
中

た
る
と
も
、
一
間
退
く
べ
し
。
香
は
残
り
て
も
、
盤
の
勝
負
は
終
也
。

一　

秋
好
中
宮
と
紫
上
の
人
形
は
、
舞
姫
同
前
に
進
退
あ
る
べ
し
。
六
間

目
に
至
る
と
、
檜
扇
を
持
す
る
え
扇

也
。。」
七
九
オ
拾
間
目
に
至
る
と
、
扇
を

開
く
也
。
も
し
拾
五
間
目
に
早
く
至
る
と
、
舞
姫
の
人
形
、
拾
五
間

目
に
至
ら
ず
と
も
此
人
形
二
つ
に
て
勝
負
定
る
べ
し
。

一　

記
録
は
、
中
り
斗
を
記
す
。
皆
中
は
聞
の
下
に
褒
美
の
名
目
を
朱
に

て
認
る
、
左
の
ご
と
し
。

 

　
　

秋
好
中
宮
は　

胡
蝶
の
哥
を
一
首
書

 

　
　

蝶
の
舞
姫
は　

山
吹
襲カ

サ
ネと

書
是
は
舞
姫
に

賜
ふ
品
也
。」
七
九
ウ

 

　
　

紫
上
は　
　
　

花
園
の
哥
一
首
を
書

 
　
　

鳥
の
舞
姫
は　

桜
細ホ

ソ
ナ
カ長

と
書
是
は
舞
姫
に

賜
ふ
品
也
。

 

　

胡
蝶
に
も
さ
そ
は
れ
な
ま
じ
心
あ
り
て　
　

秋
好
中
宮
の
哥
也
。

 

　
　

八
重
山
吹
を
へ
だ
て
ざ
り
せ
は

（
5
）
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金
の
短
冊
に
、
此
哥
を
片
面
充
、
上
の
句
と
下
の
句
と
分
け
て
認

る
。
又
山
吹
方
の
聞
頭
の
皆
中
褒
美
に
も
此
哥
を
一
首
認
べ
し
。」

八
〇
オ

 

　

花
園
の
胡
蝶
お
さ
へ
や
下
草
に　
　

紫
上
の
哥
也
。

 

　
　

秋
ま
つ
虫
は
う
と
く
み
る
ら
ん

 

　

  

銀
の
短
冊
に
、
此
哥
を
片
面
充
、
上
の
句
と
下
の
句
と
分
け
て
認

る
。
又
桜
花
方
の
聞
頭
の
皆
中
褒
美
に
も
此
哥
を
一
首
認
る
べ
し
。

 

記
録
認
様
末
に
顕
す
。」
八
〇
ウ

 

胡
蝶
香
之
記　

三
ウ
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
八
一
オ

 

胡
蝶
香
立
物
圖

 

　
　
〔
図
〕」
八
一
ウ

 

　
　
〔
図
〕」
八
二
オ

 

同
盤
之
圖　

竪
溝
五
筋　

横
界
二
十
間

 

　
　
〔
図
〕」
八
二
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　
　
　
　
　
　
　

　
　

二　
　
　
　

　3コ　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　

12 

― 

2
＝
10　

　
　

ウ　
　
　
　

3　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
一
」「
二
」「
三
」「
客
」
の
香
を
三
包
ず
つ
、
計
十
二
包

を
用
意
し
、
そ
の
う
ち
二
包
を
除
い
て
、
残
り
十
包
を
出
香
す
る
盤
物
で

あ
る
。
出
香
の
た
び
に
十
炷
香
札
を
打
ち
、
一
炷
開
き
と
す
る
。
本
香
の

前
に
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
は
、
別
途
、
試
香
を
お
こ
な
う
が
、「
客
」

に
は
試
香
は
な
い
。

連
中
十
人
を
五
人
ず
つ
、
山
吹
方
（
上
座
）
と
桜
花
方
に
分
け
る
。
そ

れ
ぞ
れ
秋
好
中
宮
と
紫
上
を
聞
頭
（
リ
ー
ダ
ー
）
と
し
、
蝶
の
舞
姫
と
鳥

の
舞
姫
が
、
双
方
に
四
人
ず
つ
従
う
。
舞
姫
の
人
形
を
盤
上
に
置
き
、
客

香
・
地
香
の
区
別
な
く
、
陽
炷
目
（
一
・
三
・
五
・
七
・
九
炷
目
）
を
聞
き
当

て
た
場
合
は
一
間
、
陰
炷
目
（
二
・
四
・
六
・
八
・
十
炷
目
）
の
場
合
は
二
間

進
め
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
聞
き
当
て
た
人
数
は
、
進
む
目
の
数
に

関
係
し
な
い
。

人
形
が
六
間
目
に
至
る
と
、
山
吹
・
桜
の
枝
を
持
た
せ
る
。
ま
た
、
十

間
目
に
到
達
す
る
と
、
山
吹
は
金
瓶
に
、
桜
花
は
銀
瓶
に
さ
す
。
十
五
間

目
に
早
く
着
い
た
方
が
勝
ち
と
な
り
、
双
方
同
時
の
場
合
は
、
十
五
間
目

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

*
*

*

*
*

*

*
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に
至
っ
た
人
形
の
数
の
多
い
方
が
勝
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
数
が
三
人
に
な

る
ま
で
は
、
勝
負
を
継
続
す
る
。
な
お
、
盤
に
は
二
十
間
あ
る
が
、
六
間

目
か
ら
十
五
間
目
ま
で
を
「
舞
台
」
と
呼
び
、
そ
の
境
界
に
は
、
山
吹
方

に
金
界
、
桜
花
方
に
銀
界
を
施
す
。

勝
っ
た
方
は
、
花
に
短
冊
を
付
け
る
。
山
吹
方
は
金
の
短
冊
、
桜
花
方

は
銀
の
短
冊
で
あ
る
。
金
と
銀
の
短
冊
の
両
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
胡
蝶
の

歌
「
胡
蝶
に
も
さ
そ
は
れ
な
ま
じ
心
あ
り
て
八
重
山
吹
を
へ
だ
て
ざ
り
せ

は
」
と
花
園
の
歌
「
花
園
の
胡
蝶
お
（
を
）
さ
へ
や
下
草
に
秋
ま
つ
虫
は

う
と
く
み
る
ら
ん
」
を
、
上
句
と
下
句
に
分
け
て
記
し
て
お
く
。
負
け
た

方
の
人
形
は
、
も
し
香
を
聞
き
当
て
た
と
し
て
も
一
間
退
き
、
香
は
残
っ

て
い
て
も
、
盤
の
勝
負
は
終
え
る
。

聞
頭
の
秋
好
中
宮
・
紫
上
の
人
形
も
、
舞
姫
と
同
様
に
進
退
す
る
が
、
六

間
目
に
至
る
と
、
檜
扇
（
絵
扇
）
を
持
ち
、
十
間
目
に
進
む
と
、
扇
を
開

く
。
も
し
十
五
間
目
に
早
く
至
っ
た
場
合
は
、
舞
姫
の
人
形
が
十
五
間
目

に
進
ん
で
い
な
く
て
も
、
こ
の
秋
好
中
宮
・
紫
上
の
人
形
に
よ
っ
て
、
勝

負
が
決
ま
る
。

記
録
に
は
、
聞
き
当
て
た
場
合
の
み
を
記
す
。
す
べ
て
聞
き
当
て
た
時

は
、
記
録
の
最
下
欄
に
、
褒
美
の
こ
と
ば
を
朱
で
書
き
入
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
秋
好
中
宮
に
は
胡
蝶
の
歌
一
首
、
蝶
の
舞
姫
に
は
「
山
吹
襲
」、
紫
上

に
は
花
園
の
歌
一
首
、
鳥
の
舞
姫
に
は
「
桜
細
長
」
と
書
く
。
な
お
、「
山

吹
襲
」
と
「
桜
細
長
」
は
、
舞
姫
に
下
賜
さ
れ
る
品
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
竹
幽
本
の
方
法
を
翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
前
述
の

人
形
の
進
め
方
に
よ
れ
ば
、
本
香
す
べ
て
を
聞
き
当
て
な
け
れ
ば
、
十
五

間
目
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
多
く
の
場
合
、

勝
負
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
、
十
五
間
目

に
至
っ
た
数
が
三
人
に
な
る
ま
で
組
香
を
続
行
す
る
の
も
不
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
竹
幽
本
が
蘭
之
園
本
を
も
と
に
組
香
の
方
法
を
改
変

し
た
際
の
手
違
い
で
あ
ろ
う
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
香
組
十
炷
香
の
例
」
と
し
て
盤
物
の
組
香
を
挙
げ
る

が
、
竹
幽
本
は
こ
れ
と
た
い
へ
ん
似
通
っ
た
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、
竹

幽
本
に
見
え
る
「
聞
頭
」
の
語
が
蘭
之
園
本
に
は
な
く
、
代
わ
り
に
聞
頭

の
人
形
を
「
香
大
将
の
持
」
と
す
る
の
は
、
絵
合
香
の
場
合
と
同
様
で
あ

る
。
ま
た
、竹
幽
本
は
「
舞
台
」
を
六
間
目
か
ら
と
認
識
し
て
い
る
が
、蘭

之
園
本
は
五
間
目
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
蘭
之
園
本
が
、
十
間
目
に
最

初
に
到
達
し
た
方
を
一
の
勝
と
し
、
そ
の
後
は
香
を
聞
い
て
も
人
形
を
進

め
な
い
と
す
る
の
に
対
し
、
竹
幽
本
は
十
五
間
目
ま
で
進
め
て
い
く
。
こ

の
点
が
、
組
香
の
方
法
と
し
て
破
綻
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
人
形
の
進
め
方
も
、
蘭
之
園
本
は
、
三
炷
以
上
の
続
け

聞
き
や
客
香
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
二
間
進
む
と
い
っ
た
方
法
で
あ
る
の

に
対
し
、
竹
幽
本
は
、
陰
・
陽
で
区
別
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
竹
幽
本
は
、

蘭
之
園
本
を
参
照
し
な
が
ら
、
細
部
に
お
い
て
独
自
性
を
出
し
て
い
こ
う

と
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

*
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（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

光
源
氏
の
養
女
で
あ
る
秋
好
中
宮
が
、
六
条
院
に
里
下
が
り
し
て
、
秋

の
御
殿
で
春
の
法
会
を
催
し
た
際
、
紫
の
上
か
ら
、
仏
に
供
え
る
花
が
贈

ら
れ
た
。
紫
の
上
は
、
八
人
の
少
女
を
揃
え
、
四
人
ず
つ
に
蝶
と
鳥
の
装

束
を
着
せ
、
蝶
に
は
金
の
花
瓶
に
山
吹
、
鳥
に
は
銀
の
花
瓶
に
桜
を
さ
し

て
持
た
せ
た
（
③
一
七
一
頁
）。
秋
好
中
宮
か
ら
は
、
御
礼
と
し
て
、
蝶
に

は
山
吹
襲
（
表
は
薄
い
山
吹
色
、
裏
は
黄
色
）、
鳥
に
は
桜
襲
（
表
は
白
、

裏
は
赤
）
の
「
細
長
」（
女
性
の
装
束
）
が
渡
さ
れ
た
（
③
一
七
三
頁
）。
こ

の
と
き
紫
の
上
と
秋
好
中
宮
が
詠
み
交
わ
し
た
歌
が
、
竹
幽
本
に
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
物
語
で
は
、
紫
の
上
が
、
蝶
・
鳥
の
舞
姫
に
金
・
銀
の

瓶
と
山
吹
・
桜
の
花
を
用
意
し
た
の
に
応
じ
て
、
秋
好
中
宮
は
、
山
吹
襲

と
桜
襲
の
細
長
を
用
意
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
盤
物
で
は
、
ま
ず
山
吹

方
と
桜
花
方
と
に
分
け
、
前
者
に
は
秋
好
中
宮
と
蝶
の
舞
姫
に
金
瓶
、
山

吹
と
山
吹
襲
、
後
者
に
は
紫
の
上
と
鳥
の
舞
姫
に
銀
瓶
、
桜
と
桜
細
長
を

配
置
し
て
い
る
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

注
（
1
）
以
下
、
本
文
は
、
岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（
2
）
以
下
、本
文
は
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
〜
⑥
（
小

学
館
、
一
九
九
四
〜
一
九
九
八
年
）
に
よ
り
、
そ
の
巻
数
と
頁
数
を
（　

）

を
付
し
て
示
す
。
な
お
、
本
文
は
、
適
宜
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。
傍

線
筆
者
。

（
3
）
た
だ
し
、
藤
壺
は
、『
源
氏
小
鏡
』
で
は
、
澪
標
の
巻
で
中
宮
か
ら
女
院

に
な
っ
た
と
記
さ
れ
、
薄
雲
の
巻
で
は
「
薄
雲
の
女
院
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

な
お
、
物
語
で
は
「
后
の
宮
」（
②
四
四
三
・
四
五
一
頁
）。

（
4
）『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
所
収
の
『
孟
津
抄
』
に
よ
る
。『
孟
津
抄
』
は
、天

正
三
年
（
一
五
七
五
）
成
。
遡
っ
て
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
頃
に
成

立
し
た
『
一
葉
抄
』
に
も
、「
桃
は
女
五
の
御
弟
也
」
と
あ
り
、
ま
た
、
永

禄
二
年
（
一
五
五
九
）
頃
成
立
の
『
林
逸
抄
』
に
も
、「
桃
園
は
女
五
の
宮

の
弟
也
」
と
あ
る
が
、
と
も
に
版
本
は
な
く
、
近
世
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど

流
布
し
て
い
た
と
は
想
定
し
難
い
。

（
5
）『
源
氏
小
鏡
』
第
二
系
統
で
は
、
第
一
系
統
と
異
な
り
、
物
語
本
文
と
同

じ
「
五
葉
の
枝
」
で
あ
る
。
蘭
之
園
本
が
第
一
系
統
『
源
氏
小
鏡
』
に
よ

る
こ
と
は
、武
居
雅
子
氏
「『
源
氏
千
種
香
』
の
依
拠
本
を
探
る
」（『
総
研

大
文
化
科
学
研
究
』
9
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
六
十
五
丁
表
）

（
六
十
五
丁
裏
）

（
六
十
六
丁
表
）

（
六
十
六
丁
裏
）
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（
六
十
七
丁
表
）

（
六
十
七
丁
裏
）

（
六
十
八
丁
表
）

（
六
十
八
丁
裏
）
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（
六
十
九
丁
表
）

（
六
十
九
丁
裏
）

（
七
十
丁
表
）

（
七
十
丁
裏
）



21 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（五）

（
七
十
一
丁
表
）

（
七
十
一
丁
裏
）

（
七
十
二
丁
表
）

（
七
十
二
丁
裏
）
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（
七
十
三
丁
表
）

（
七
十
三
丁
裏
）

（
七
十
四
丁
表
）

（
七
十
四
丁
裏
〜
七
十
五
丁
表
は
、『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
参
照
。）

（
七
十
五
丁
裏
）



23 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（五）

（
七
十
六
丁
表
）

（
七
十
六
丁
裏
）

（
七
十
七
丁
表
）

（
七
十
七
丁
裏
）
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（
七
十
八
丁
表
）

（
七
十
八
丁
裏
）

（
七
十
九
丁
表
）

（
七
十
九
丁
裏
）



25 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（五）

（
八
十
丁
表
）

（
八
十
丁
裏
）

（
八
十
一
丁
表
）

（
八
十
一
丁
裏
）
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（
八
十
二
丁
表
）

（
八
十
二
丁
裏
）


